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在までの不思議な体験的記憶を引き出しから一つ一つ取り上げるように集合させ、再構築して描き、自身の
創作論という形式で論述したものである。博士課程研究作品四点として成立させた過程を、論文も作品もイ
メージ力の強い内容であり、拮抗しながら進む創作過程は、実に興味深く見応えがあった。 
このような過程を経て書かれた論文は、明快さと参考文献が効果的に挿入されていて読みやすく、我々に
充分な説得力をもって構成されている。第一章では黒として保管される断片的記憶として、「黒」を生むもの
として、＜闇＞＜森＞＜間＞＜異界＞として論じられ、第二節では、ダーマトグラフの描画に辿り着いた自
作「Michael」他、描いた黒について自作を語る。第三節ではマリオ・ジャコメックやゴヤなどの作家例に上
げ、描かれた黒として論じる。第二章では、「記憶が作り出す劇場」として、映画、不思議な国のアリスや、
シルク・ドゥ・ソレイユ「ギダム」を例として上げる。第三節では北川絵画の内容に触れる「絵画の劇場性」
と祭壇画や、地獄絵、百鬼夜行絵巻などを参考文献として上げ論証する。第三章は、北川作品博士研究作品
四点について、その論証や絵画観を、自身の体験や夢の断片としながらあぶり出す。 
ダーマトグラフは本来、リトグラフの描画用に使われるのが通常であるが、北川はその観念をあっさりと
超え、純白の厚手のケント紙に何層ものこの油性の黒色を塗り、擦り削ることによる積み重ねの加減で、独
自の描画方を手に入れた。白のコスチュームが発光体のように見えるのも、紙そのものの白を生かし、森の
奥の重厚な漆のような照りのある背景もこの技法によって、辿り着いた表現である。単にモノクローム作品
とは言えない程、重厚で特異なマチェールを獲得したのだった。このような描画方によって描き貫かれた北
川作品は、絶えず、作品を前にしての論文審査が常だった。 
絵画の内容はと言えば、唯一の描画材料であるダーマトグラフのみで描かれたモノクロームの画面の中に、
幼少期から蓄えた不思議な体験の断片を深い森の奥を劇場とした踊る人物や、原始的動物、あるいは、植物、
花々を舞台のようにその姿を描いている。人や、原始動物たちや花々が、人物の踊りに共鳴するかのように
とりまき、ダンスするかのごとく描かれている。どの場面も日常にはありえない舞台設定であり、観ている
側にめまいさえ覚えさせる。新しい表現と効果を引き出し、飽きさせない劇場的舞台を表出している。 
描く前に下図は描かず、周到な技巧によるアプローチの中で直感により構図の決定がされていく。こうし
て瞬間的な物たちの登場が、自由な呼吸を呼び起こし、ダーマトグラフという武器を使って、最大限に発揮
し、喜びをこめて描き出している。明快にして、白から黒へのグラデーションの階調も美しい。森の劇場で
生物のための共鳴と讃歌を思わずにはいられない。作者としての生き生きとした画面を支配する姿が見えて
くる。描かれた物たちのひとつひとつが生命感に溢れ、単なる「絵の中の絵」にはならない。 
北川麻衣子は博士在籍期間の三年間を、実に有効に創作研究に力を注いだといってよい。広いアトリエの
床には削り取られたダーマトグラフの黒の粉が真黒くタイルを汚し、四方にダーマトグラフをほどいた巻紙
が何層にも重なり残されていて、描く右手はペンキ職人かと思う程に黒く染まっていた。創作現場はまるで、
描かれて行く作品と北川による格闘技場の様を呈していた。指導教員の私も、その創作現場の光景を目の当
たりにした時、思わず絶句し、胸がつまった。 
「間の森」「語り部の詩」「最後のユニコーン」「狢の守」は北川の渾身の集大成作品である。大学美術館の
展示会場はさながら北川ワールドと化していた。論文主査である佐藤道信教授もその作品の持つ迫力と精緻
な論証、的確な検証図版は読みやすい文章であるとその内容を高く評価され、作品主査の東谷武美教授、OJUN
教授、齋藤芽生准教授の副査の審査員も、同じく評価された。 
モノクロームでありながら、それを超えたマチェール、その劇場的で幻想性豊かな絵画は、課程博士の学
位論文、作品に相当するものであるとされた。故に全員一致で合格と判定することにした。 
 
